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第１回川崎臨海部活性化推進協議会 

■日時：令和４年１０月３日（月）１４：００～１６：３０ 

■場所：川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）１階大会議室（オンライン併用） 

１ 開会 

○加藤副市長 

皆様、こんにちは。本日は川崎臨海部活性化推進協議会に御参加いただきまして誠にあ

りがとうございます。また、学識の先生方におかれましては、大変お忙しい中、御出席を

いただきまして感謝申し上げます。 

 早いもので、もう10月に入りまして、この半年間というのは国内外で様々な出来事が起

こっており、私どもを取り巻く環境というのは大変大きく変化をしています。 

 本協議会については、今年３月に開催をさせていただいて以来ということになりますけ

が、この間、カーボンニュートラルコンビナート構想の策定や、扇島の土地利用方針の中

間報告、水素等の次世代エネルギーの利用拡大についての横浜市との連携協定の締結とい

った取組を進めてきたところです。また、キングスカイフロントにおきましては、多摩川

スカイブリッジの開通に合わせ、臨港バス様には羽田側とのバスの運行を開始していただ

いたことや、世界的なインキュベーターであります、バイオラボ社と川崎市産業振興財団

様が連携をして、スタートアップ企業の支援を始めたといったことがあります。 

 本日の協議会では、こういった取組も含めまして、臨海部ビジョンの進捗状況について

御報告をさせていただきます。その後に、島津製作所様からは新たな拠点である

「Shimadzu Tokyo Innovation Plaza」について御紹介をいただくとともに、東京工業大

学の太田先生からは最新の研究内容についてお話をしていただくといったスケジュールに

なっています。 

また、学識の先生方からは、その都度コメントをいただく予定となっておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の協議会が皆様にとりまして有意義な会となりますことをお祈り申し上げまして、

挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○川崎市臨海部国際戦略本部事業推進部 山本担当課長 

・資料確認 
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２ 議事 

(1) 臨海部ビジョンの進捗状況 

○大西会長 

 先日、久しぶりに羽田空港を利用したのですが、この辺り一帯がだいぶ変わってきてい

ることが見て取れました。大田区側も含め、今後どのように変わっていくのか、非常に楽

しみな場所になってきていると感じています。 

 私は、品川の周辺の開発にも係わっていて、空港やリニア・新幹線の駅を拠点とした、

新たな展開が様々な形で起こるのではないかと思います。そういうことも見据えて、この

協議会でも色々な議論をして、川崎が全体をリードしていくような提案ができればよいの

ではないかと思います。 

 それでは、議事に入ります。 

 議題(1)の臨海部ビジョンの進捗状況ということで、川崎市から「リーディングプロジ

ェクトの改定」「カーボンニュートラルコンビナートに関する取組」「ＪＦＥスチール株式

会社東日本製鉄所京浜地区の土地利用転換」という３つの事項について、続けて説明をお

願いします。 

○櫻井部長 

 臨海部ビジョンについては、平成30年３月に策定をしましたので、現在、４年が経過

し、５年目を迎えているところです。臨海部ビジョンについて改めて全体像を説明させて

いただきますと、四角囲みが３層の構造になっておりまして、上位の層といたしましては

30年後の将来像ということで、「豊かさを実現する産業が躍動」「多様な人材や文化が共

鳴」といったところが主なものとなっています。 

 ２つ目の層としては、基本戦略を掲げており、「30年後の将来像」の実現に向け、川崎

臨海部が持つ可能性を最大限発揮しながら価値の最大化を図るために、今後、取り組むべ

き方向性を分野ごとに示したものです。先ほど御説明しました将来像の２つの視点につい

て、「豊かさを実現する産業が躍動」という中で５つまとめており、重なる部分がありま

すが、「多様な人材や文化が共鳴」というものが４つ、さらには「産業や生活を下支え」

ということで２つ、合計９つの分野を定めています。 

 ３つ目の層には、今後改定することとなるリーディングプロジェクトがあります。こち
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らは、２つの層の「30年後の将来像」を実現するための「基本戦略」に基づきまして、直

近10年以内に先導的・モデル的に取り組むべきプロジェクトを掲げているところです。１

番目の新産業拠点形成から13番目のプロジェクトがあります。 

 今回の改定の目的としましては、ビジョン策定から４年が経過する中で、世界的な社

会・経済環境の変化などにより、川崎臨海部を取り巻く環境もまた大きく変化をしてい

る、具体的には高炉休止に伴う大規模な土地利用転換、2050年カーボンニュートラル化な

どが要因となっています。 

 臨海部ビジョンの将来像及び基本戦略については、海外との競争激化による産業構造転

換や脱炭素化などの課題を策定段階で想定し、整理をしているので、今後も継承するもの

の、一方で、リーディングプロジェクトについては、環境変化により取組を進める中で顕

在化した課題に対応し、将来像の実現に向けた最適な取組を再構築するために、今回、改

定を行うことといたしました。 

 リーディングプロジェクト改定の視点と今後の取り組むべき方向性ですが、改定の視点

としては２つあり、１つ目は「新陳代謝が源泉になる」ということで、その下の、「将来

の事業展開に向けた機会」と捉えて対応し、成長分野への投資を推進するものです。２つ

目は「コモンズ（資源の共同利用地）」というところを視点として、その下、首都圏に立

地する優位性や裾野の広い企業群の集積などのポテンシャルを活用していくものです。 

 今後の取り組むべき方向性については、基本戦略に基づくリーディングプロジェクトを

効果的に推進するために、臨海部エリア全体を俯瞰してエリア・分野別の課題を整理し、

今後の取り組むべき方向性を明らかにしていきたいと考えています。 

 次のページは、リーディングプロジェクトの改定に向け、課題認識と基本戦略、環境変

化、取組の視点、取組の方向性の項目でとりまとめたものです。 

 課題認識の一番上、「新産業・成長産業の創出と基幹産業の活性化が必要」とあり、基

本戦略が「コンビナートを形成する基幹産業の高機能化」としています。環境変化と取組

の視点については、革新的技術の開発競争の激化や産業構造の変化など、臨海部の基幹産

業の転換です。こうしたことを踏まえた取組の方向性としましては、１つ目の黒丸、「キ

ングスカイフロントにおいて」、２行目の、「スタートアップを創出し、その卒業エリアを

臨海部に展開する仕組みづくり」、２つ目の黒丸、「南渡田地区において、革新的なマテリ

アルを生み出す研究拠点を形成」、３つ目の黒丸、「扇島地区において、新しい価値や革新

的技術の創造につながる土地利用の転換に向けた取組を推進」としています。 
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 続いて、同じ課題認識の２つ目については。基本戦略は「コンビナートを形成する基幹

産業の高機能化」、環境変化と取組の視点としては、「国際競争の激化や国内需要の減少に

伴う事業所の再編等の進展」としています。取組の方向性としては、規制緩和やインセン

ティブなど投資しやすい環境の整備、異分野融合、ＡＩやＩｏＴなど最新技術の活用によ

る既存産業の高度化を推進などとしているところです。課題認識としては、「カーボンニ

ュートラルを牽引するエリアとすることが必要」とし、環境変化と取組の視点について

は、「世界的なカーボンニュートラル化やサーキュラーエコノミーの進展」とし、取組の

方向性については、水素利用拡大や水素パイプライン等を活用した水素の供給・需要拠点

の構築などとしています。 

 課題認識の上から３つ目については、「港湾・物流機能の強化が必要」で、環境変化と

取組の視点は、「産業と市民生活を支える港湾機能の強化」に加え、「サプライチェーンの

カーボンニュートラル化」としています。取組の方向性としましては、コンテナ貨物やＲ

ＯＲＯ貨物の取扱機能の強化及び港湾機能の脱炭素化など、川崎港長期構想に基づく港湾

物流機能強化の推進としています。同じ課題認識ですが、環境変化と取組の視点は、「新

型コロナウイルス感染症の流行によるインバウンド需要の激減や、旅行・イベントなどに

対する意識の変化」とし、取組の方向性としては、「多摩川スカイブリッジや羽田空港を

はじめとした地域資源や立地優位性を最大限活用し、インバウンド需要の激減や感染症の

世界的流行を背景とした社会的な行動変容を踏まえながら、臨海空間を活かした取組の推

進」としています。 

 課題認識の上から４つ目については、「産業の維持・活性化を支える人材の確保・育成

が必要」とし、環境変化と取組の視点は、「先端研究の進展や技術革新、生産年齢人口の

減少、働き方の多様化」などとしています。取組の方向性としては、「技術・技能の向上

に向けた教育機能や、企業の枠を超えた人材交流の充実など」としています。同じ課題認

識ですが、基本戦略は「働きやすく暮らしやすい生活環境の向上」とし、環境変化と取組

の視点としては、「拠点形成の進展に欠かせない生活利便機能に対するニーズの拡大」「キ

ングスカイフロント等における拠点形成と連携した生活利便施設の導入や良好な都市環境

の整備」などとしています。 

 課題認識の下から３つ目については、「企業から選ばれ続け、市民の誇りとなる臨海部

となることが必要」とし、環境変化と取組の視点は、「世界で最先端の取組を続ける臨海

部の効果的なブランディングが一層重要」としています。令和６年に迎える市制100周年
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と連動し、これからの社会を支える新しい価値を生み出す川崎臨海部像を発信するととも

に、次世代のキャリア教育や市民の誇りとして確立されるブランディングなどの戦略的な

取組です。 

 課題認識の下から２つ目については、「レジリエンスの高い臨海部とすることが必要」

とし、環境変化と取組の視点については、「自然災害の頻発・激甚化など災害リスクの拡

大」「エリア全体において、地域連携ＢＣＰの水平展開や、非常時における新技術の活用

方策の積極的導入などの企業間連携の仕組みづくり」としています。 

 最後に、課題認識の一番下については、「産業を支える交通ネットワークの強化が必

要」とし、環境変化と取組の視点は、「大規模土地利用の転換や就業者の増加による交通

ニーズの変化」で、１つ目の黒丸、「大規模土地利用転換などの環境変化を踏まえた交通

アクセスの検討」、２つ目の黒丸、「基幹的交通軸におけるＢＲＴ運行や鉄軌道なども含め

た交通機能の強化」等があります。 

 リーディングプロジェクトの改定に当たりましては、８月に、本日お集まりの企業の皆

様方にアンケートを実施させていただきました。この場をお借りして深く感謝を申し上げ

ます。今後も有識者の皆様からの御意見、立地企業の皆様とのヒアリングなどを通じて改

定作業を進めてまいりたいと思います。 

 改定に向けたスケジュールについては、様々な状況の変化なども組み込みながら来年３

月頃に公表を予定しているところで、第２回の当会議において詳細の説明をさせていただ

ければと考えています。 

○大山部長 

 資料２「カーボンニュートラルコンビナートに関する取組について」について御説明い

たします。 

 これまで川崎臨海部は、石油や製鉄をはじめとした重厚長大産業の活発な活動があり、

それが川崎のまちづくりの着実な進行につながったと認識しています。現在では、気候変

動の対策という世界の潮流に臨海部もさらされている中ですが、引き続き、活発な産業エ

リアを目指して策定したのが、川崎カーボンニュートラルコンビナート構想です。 

 川崎カーボンニュートラルコンビナート構想の2050年のコンビナートのイメージ図を御

覧ください。海外からＣＯ２フリー水素などを輸入し、これを自動車や航空機の燃料とす

るとともに、水素を発電に活用して皆様に電気としてお届けするという取組と、これまで
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は石油関連の資源については、最終的には廃棄処分をしていたという状況ですが、こうし

た廃プラやＣＯ２の炭素循環の取組を進めるために、廃棄物を資源と捉えてリニューア

ル、リサイクルしていくことをイメージとして示して取組を進めています。 

 次に、カーボンニュートラルコンビナート形成推進協議会と川崎港カーボンニュートラ

ルポート形成推進協議会の合同会議についてです。川崎市におきましては、コンビナート

とポートの形成を一体的に進める必要があるという点で、両協議会、同じメンバーを会員

として合同会議を開催したところです。５月12日の第１回目の会議につきましては、57社

が参画、ウェブも含めると200人以上の参加がありました。市長からは、とにかく強い覚

悟を持って取り組んでいきたいということで、非常に高いハードルであるけれども、皆で

協力して乗り越えていきたいといった決意表明がありました。 

 また、川崎カーボンニュートラルコンビナートとポートの形成推進協議会の下に、部会

を設置するということにしています。枠囲みの左から水素ネットワーク協議会、炭素循環

に関する部会、エネルギー地域最適化に関する部会、港湾機能脱炭素化に関する部会とい

うことで、より具体な議論をするために部会を設置して、メンバーも意欲のある企業の方

に参画していただき、活発な意見交換をしていきたいと考えています。 

 次は水素を軸とした、カーボンニュートラルなエネルギーの供給拠点イメージ図です。 

 直近の取組として、パイプラインを活用した水素サプライチェーンの事業の調査という

ことで、ＮＥＤＯ事業として、ＥＮＥＯＳ様、ＥＮＥＯＳ総研様と川崎市の３者で水素の

ポテンシャル調査を実施していくというものです。 

 また、民間企業６社と連携した京浜臨海部における大規模水素利用の本格検討というこ

とで、旭化成様、味の素様、ＥＮＥＯＳ様、ＪＲ東日本様、昭和電工様、東芝様と、業種

横断的で連携したエリアの中長期的な水素需要と実現可能な供給網の可視化をすべく検討

するということで発表がありました。 

 京浜臨海部における水素・アンモニア供給拠点の形成の検討ということで、今年の４月

21日に、ＥＮＥＯＳ様、ＪＥＲＡ様、ＪＦＥホールディングス様の発表ですが、京浜臨海

部において水素・アンモニア供給事業の検討を開始するということを、皆様に向けてお知

らせがありました。 

 水素等の次世代エネルギーの利活用拡大に向けた横浜市との連携ということで、７月26

日に連携協定を締結したところです。今後は、水素事業の開拓や地域をまたいだ実証事業

の創出を目指して取り組んでいこうと考えています。 
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 最後に、これは国の総合資源エネルギー調査会の資料ですが、多産業集積型ということ

で川崎市が取り上げられており、川崎のポテンシャルを国にも認知されています。 

 資料は以上ですが、カーボンニュートラル化に向けては非常に高いハードルがあります

ので、協議会に参画されている学識の先生や企業様、そして本日、この場に参加されてい

る皆様とも情報共有しながら取組を進めていきたいと考えていますので、よろしくお願い

いたします。 

○松川室長  

それでは、ＪＦＥスチール株式会社東日本製鉄所京浜地区の土地利用転換について御

説明させていただきます。資料３を御覧ください。 

 まず、全体の概要ですが、ＪＦＥスチール株式会社東日本製鉄所京浜地区の高炉休止等

に伴いまして土地利用転換が必要になってきたということで、土地利用転換が必要となる

対象地については、具体的に高炉が休止されるところは扇島南という一番海側の土地、

222ヘクタールあるのですが、その高炉、基幹的な装置でございますので、その高炉を動

かすための設備ですとか、あるいは、高炉からできた鉄を置く置場といったところが全体

としての敷地になっておりますので、高炉が休止することに伴い、他に影響を受ける土地

も当然出てまいりまして、全体としては、それぞれの南渡田、池上町、扇町、水江町、扇

島北というところについては、何らかかの影響を受けるということになっています。 

 川崎臨海部については、第１層から第３層という呼び方をしますが、そのどこの層につ

いても、それぞれ土地利用転換の対象となる場所が出てくるという大きな話でして、ここ

の土地利用転換をどのように進めていくかについては、これまで100年の歴史にわたって

京浜臨海部、京浜工業地帯の中核として我が国の経済成長を牽引してきたわけですが、次

の100年に向けてどういう一歩をここで踏み出していくのかということを考えながら土地

利用転換を進めていくというものになります。 

 経緯としては、令和２年の３月27日にＪＦＥスチールから構造改革の発表があり、国内

の高炉の体制を見直すということで、京浜地区の、この川崎にある高炉を１基休止すると

いう発表がありました。川崎にはもともと高炉が２基あって、１基は止まっていますの

で、もう１基を休止するということは、ここの高炉を全て止めるということになります。 

 その後に、持ち株会社のＪＦＥホールディングス様と我々で協議をさせていただいた結

果、相当大きな土地利用転換になるので、川崎市と一緒に土地利用転換の考え方をまとめ
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ていこうということになりまして、協定を令和３年２月１日に締結をさせていただいて、

その後に、ＪＦＥホールディングス様のほうからは、中期経営計画の中で、この土地利用

転換については2030年ということを１つのターゲットとして動かしていくといった発表が

ありました。 

 そうしたことを受けまして、川崎市が、地権者であるＪＦＥホールディングス様、ある

いは民間企業の方々や有識者の方々、そういった方々との検討を進めておりまして、先

般、今年４月に中間報告を発表させていただいたところでございます。 

一義的には、この川崎臨海部が今後100年、持続的発展を遂げるために必要なものをこ

こに配置していくというのが、１つの考え方としてあろうかと思います。例えば、これか

ら先、安定的に安価に何か供給を受けられたほうが、それがこの地域の方々の産業発展に

つながるのであれば、そういうもの、例えば水素といったものを考える必要があると思い

ますし、あるいは、首都圏の課題を何らかの形で解決していく、例えば首都直下型地震が

起こったときに、どういった形で産業等を再生させていくのかというところについての対

応や、周辺エリア全体の産業構造の転換になるようなことなどを考えていかなければいけ

ないというところで議論をさせていただき、概ねここに書いてあるようなことが、現在、

検討の過程では出てきているところとなっています。 

 南渡田地区については、ＪＦＥの構造改革の前から、殿町の次の新産業創出拠点形成と

して位置づけられており、こうした土地利用転換の動きの中で、さらに加速して進めてい

くという状況にあります。この南渡田地区の拠点形成の考え方としましては、１つは、キ

ングスカイフロントで育っていったようなライフサイエンス部門の研究開発を一層伸ばす

ということを考えていますが、産業構造の転換という中で、この京浜臨海部に立地してい

る企業の皆様方に、どのように高付加価値型の産業に転換していただくか、全体としての

リード役を担うために、素材にターゲットを絞った研究開発拠点を形成しようとしていま

す。ただ、素材にフォーカスした研究開発拠点を形成するときに、既に立地している、本

日お集まりの企業の方の中には、当然、自分のところの工場の敷地内に研究所をお持ちの

ところもありますが、それは、どちらかというとクローズ型というか、自社の中で閉じて

開発をされている中で、オープン型の開発といったものが実際に育っていくものなのか、

その辺も含めてかなり深く検討しなければいけないところですので、皆様方と協議を進め

ていきながら、拠点形成の在り方を考えていきたいと思っています。 

 土地の使い方としては、南渡田地区には浜川崎駅がありまして、北地区、操車場地区、
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南地区に分けられています。この北地区というところにＴＨＩＮＫが入っていて、京浜ビ

ルという建物があるところですが、そこから順番に土地利用転換を図っていこうとしてい

ます。北地区から先行して進めていきまして、次に南地区というように考えているところ

です。今は交通の結節点的な位置づけになっていますが、それぞれの線路がそれほど充実

した路線でないということもありますので、このあたりは人を集められるような機能強化

が必要だということも、併せて整理をさせていただいています。 

 この土地利用転換に当たりましては、今、我々のほうで具体的に検討をしているわけで

すが、皆様方の事業活動と、どのように連携が図れるかというところを非常に重要視して

おりますので、これから先、ある程度の考え方がまとまった段階でヒアリング等も重ねさ

せていただいて、皆様方の利用を募っていきたいと思っています。特に、この南渡田の研

究開発拠点では、皆様方の立地している企業の皆様方の研究機能を、例えばここに持って

くるとか、そういうことも含めて、土地利用のニーズもきちんと見定めていきたいと思っ

ていますので、引き続き、よろしくお願いいたします。 

○大西会長  

 ３つのテーマについて、それぞれ御報告、現段階の様子について御説明をいただきまし

た。御参加の皆様から御意見を伺いたいと思います。御質問、御意見がある方は挙手をお

願いいたします。 

○実験動物中央研究所 野村様 

 南渡田地区とキングスカイフロントは非常に関連しておりまして、今から10年ほど前に

ここができるときに、既にこの京浜臨海部が大きく変わっていく、その第一歩として、こ

の地区のショーケースをここに作り、まず研究拠点を集積させ、そこから出てきた成果を

臨海部に広げていくという構想の下で始まったのが、キングスカイフロントです。その第

１段階はある程度できてきて、こうして第２段階に移ってきたということかと思います

が、懸念事項の１つに交通手段があります。交通手段をこれから整備するというお話しで

したが、それは多分、川崎駅につなぐ方向かと思いますが、キングスカイフロントとつな

がるためには、横の軸が必要になるかと思います。羽田から多摩川スカイブリッジができ

て、今のところは大師橋駅に着く形になっていますが、これをぜひ南渡田やその先までつ

なげるようなことなども御検討いただきたいと思います。また、水素エネルギーのお話は
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以前から伺っていまして、特に、昨今、エネルギーが高騰しておりまして、多分、うちも

小さな研究所ですが、来年には１億円ぐらいはコストが上がってしまうのではないかとい

う危機感を覚えておりますので、ぜひとも水素のエネルギーについて、100％になる前で

も、一部この地域だけで使えるような、そういうことをぜひとも御検討していただければ

ありがたいと思います。 

○大西会長 

 具体的な御質問、交通と水素の先行的利用ということですが、川崎市から回答をお願い

します。 

○松川室長 

 まず、研究開発拠点における交通の重要性というのは非常に強く感じています。様々な

ところに研究開発拠点というのは形成されるわけで、この辺りですと、例えばお台場に産

総研の研究所があったりしますが、そういうところでもなかなか人が集めづらいという話

も聞きます。そういったことから、南渡田の研究開発拠点の形成でも、そこだけではなく

て、殿町、キングスカイフロントとの連携として考えていまして、昨年３月に、臨海部の

交通機能強化の実施方針を策定し、その中に臨海部の横断軸として、東海道線の貨客併用

化といったものがあるのですが、なかなか時間もかかりますので、中長期的なものでなく

て、短中期的にできるものとしてＢＲＴの運行を位置づけさせていただいていて、それは

南渡田からキングスカイフロントを通り、多摩川スカイブリッジで羽田空港まで渡すとい

うことが書いてありますが、まずは、川崎駅から水江等に行く軸を走らせてみてというこ

とにしていますので、それはなるべく早く実現するよう取り組みたいと思っています。 

 水素につきましては、この地域全体に安定的に安価に、そういったユーティリティー、

インフラが整備されるということが、立地の企業や研究機関の皆様にとって非常によいこ

とだと思っています。今、企業と具体的な調整をしておりますので、それがうまく実現す

れば、このパイプラインがあるところに早めに供給できるようにと考えています。 

○東京電力パワーグリッド 大谷様 

ＪＦＥ様の土地利用の展開のところで、扇島の南地区ですけれども、当社にも電気の

供給の形で御相談いただいて、今、対応しているところです。 
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 今の交通機関の話にも重なる部分があると思いますが、当社で電気を引く場合に、いわ

ゆる公道、道路を利用させてもらって電気を供給するような形を取っているのですが、広

い土地の中で、道路の整備といったことについて、何か進捗状況や方向性のようなことに

ついて、分かるところ、教えていただけるところがあれば、お聞きできればと思います。 

○松川室長 

 前段のお話にありました内容については、我々として、そこは希望しているところでし

て、もともと扇島も含めて、ＪＦＥ様の事業敷地は、自分のところの事業所としての使い

方ということを前提にしていますので、そこへの交通アクセスですとか、あるいは、電気

の配線といったことは、基本的にそこが一体運用できるように成り立っています。 

 逆に言うと、他者が使うようには整っていないということになります。例えば、扇島へ

のアクセスとしては、構内通路を通ってしか行けない状態になっています。ですので、そ

こをフリーアクセスにするためには、少なくとも高速道路からのアクセスと、一般道路の

アクセスがないと、土地利用が実現できませんので、それについては具体的に整備すると

いうことなのか、あるものを活かすということなのか、そこは検討中です。 

 また、あれだけの広い場所で、もともと発電系の設備が幾つかあるということ、船で荷

を揚げられるということもありますので、今後、何らかの新電力的な発電設備や、既存の

発電設備を水素化するといったことは可能性としてあると思っていますし、発電も、自家

消費していたものを、他者に配ることも考えられると思っていますので、そこはかなり難

しいところもあろうかと思いますが、引き続き、調整できればと思っています。 

○大西会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、今の臨海部ビジョンに関連した議論について、平野先生からコメントをお願

いいたします。 

○成城大学 平野教授 

 まずは、カーボンニュートラル関係で３点コメントがありまして、１つ目は、川崎市の

取組は非常に重要だと思っています。もちろん国の審議会でも取り上げられていますが、

重要なのは、工業地域がカーボンニュートラル化していくために、一体自治体としてどの
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ような関わり方をしたらよいのかというモデルになるというところだと思います。私は、

たくさんコンビナート地域の自治体の方とお話ししているのですが、カーボンニュートラ

ルを進めたいけれども、どうしてよいのか分からない、どうやったら進むのだろうかとい

うように悩まれていることが非常に多くて、その際に、この川崎市のモデル、自治体とし

てどのように動かしていけばよいのかということが、他の自治体に波及していき、教訓に

もなるのではないかと思います。しかも、川崎で先に作った規制や支援策といったものが

全国のモデルになっていくので、どのようなものを作っていくのかということが、この先

の全国の市町村にとっても非常に重要になってくると思います。 

 ２番目は、扇島の土地利用は、すごく強みになると思います。戦後、日本が発展できた

１つの理由が、古い生産設備が完全になくなって、新しい設備を一から造っていけたとい

うところにあったわけですけれども、この新しく一から設備を造れる、しかも、この川崎

の立地でということと、やる気のある事業者さんがいる、事業者と土地と行政の三位一体

がそろっているのは川崎だけだと思います。なので、これは、扇島というこの立地は、川

崎にとっては、最終兵器、隠し玉に近い、また、二酸化炭素の排出量も減るという、非常

に破壊力のある地域だと思うので、これを活かしていくしかないなと思います。 

 ３番目は、周囲の企業がこのチャンスをどう活かすのかということが、次に重要だと思

います。四日市市を見ていても、値段がそこそこペイするならば、水素やアンモニアを使

っていきたいという企業はたくさんあるわけなのですが、なかなか手に入らないわけで

す。それが、いち早くこの地域では入ってくる。それによって、脱炭素化時代になったと

しても、この地域で生産する企業が生きていけるということにつながっていくので、これ

をどう企業側が使っていくのか、そして、企業とエネルギーを輸入する会社とのマッチン

グをきちんとしていくことが、重要になってくると思います。 

 南渡田の話に移りますが、前回も申し上げましたが、殿町がすごく成功したので、この

よさを南渡田にどう引き継いでいくのか、しっかり考える必要があって、その一方で、殿

町があって南渡田があるけれども、この２つはどう違うのかというような、この微妙な差

別化というものも考えていく必要があると思います。南渡田で言うと、新しいトレンドと

して、この脱炭素のいわゆるコンビナートや、エネルギーの問題とどのように結びつけた

地域を作り上げていくのかということが、非常に重要ではないかと思っています。 

 南渡田の２点目ですが、今、実中研の野村理事長から伺ったところですと、水素を使っ

てみたいというお気持ちがあるということで、こうした需要家が実は一番重要だと思いま
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す。需要家が見えてこないということは、エネルギーが変わっていくときに一番ネックに

なっていて、川崎には大口の需要家の他にも、たくさん使いたい企業があるということが

明らかになっていって、その声が上がっていけば、この転換は早く進んでいくと思うの

で、非常によいことをお聞きしたと思いますし、他の企業の方々も、一応使ってみたい気

持ちはあるというような手を、ぜひとも挙げていただきたいと思いました。 

 ３点目ですが、横の交通の連携は私もすごく重要だと思っています。特に、南渡田がで

きれば必ず殿町、羽田とつなげる必要性がありますし、あとは、つなげることによって、

西側に向かってアクセスがよくなるという利点も、もう１つあると思います。横浜方面に

よくなっていくという意味でも価値があると思っています。 

 この前、川崎市の方に連れていっていただいて扇町に行ったときに、鶴見線に乗りまし

たが、意外と便利でした。本数が少ないだけであって、横浜方面に割と抜けやすく、既存

の鉄軌道や遊休になっているものを、もう少ししっかりと利用していくことが重要なので

はないかと思いしました。 

○大西会長 

 カーボンニュートラルコンビナートについては、概念は分かりますが、カーボンニュー

トラル化の数値目標が明確になっていたほうがよいと思います。いつまでにどの程度のカ

ーボンニュートラルにするかといったことです。 

 数値目標は勝手には作れないので、作るためには相当整理を緻密にしていく必要が出て

くるわけですが、色々な手法、条件を組み合わせて、どこまでできるのかということを示

すことで、新しいタイプのコンビナートというイメージが、よりはっきりしてくるのでは

ないかと思います。 

今回は直接言及されていませんが、日本はデジタル化をどこまで深められるのかとい

うのが、これからの産業構造の転換にとって重要だとされていて、先般も国際的な競争力

比較について、スイスの機関が出したものだと、デジタル化の国際順位がどんどん落ちて

いうことでした。近隣諸国全てにも抜かれ、世界の中でも30番目ぐらいになっているとい

うことなので、やはり根本的な問題があって、それが現在の種々の問題に、さらに輪をか

けるおそれもあると思います。そういう意味でも、カーボンニュートラルと並んでデジタ

ル化という柱についても、このコンビナートという中で、どこまで何ができるのか、こう

いうことについてもテーマ設定をして目標を明確にすることが必要だと思います。 
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 ２点目は、交通についての議論が野村理事長からも出ました。これは振り返ると、随分

昔から川崎のこの地域については、土地利用が大きく変わると移動の需要が変わるので、

対応する交通手段が変わってくるわけです。交通を整備するのはなかなか簡単ではないこ

とは御承知のことと思いますが、今の話を聞いていて、このＪＦＥの土地の在り方を川崎

市が考えるというのも、変だと言えば変で、ＪＦＥが考えればよいとも思うのですが、公

的組織が土地利用のことを考えるということは、やはり、考える結果に公共性があるか

ら、つまり、ここにいらっしゃるかもしれませんが、ＪＦＥ一企業の利益のみならず、コ

ンビナート全体、あるいは川崎市、ひいては日本全体にとってもプラスがあるということ

で、公的機関の人の頭脳がそこに注ぎ込まれたり、場合によっては公的資金が投入される

ことになるのだと思います。そうすると、その見返りとして、ＪＦＥとしても何か公的に

提供する必要が出てくるわけです。それは土地の一部になるのか分かりませんが、土地利

用の転換という、いわば規制を変えるということを実現するためには、関連して様々な公

共施設、公共サービス、交通サービス等の必要が出てくるわけですから、それをどう満た

していくかということについても、この中で明示的に議論していく必要があるのかなと思

います。そうすることによって、一定の資源を活用して新しい交通サービスなり、交通体

系を作るという可能性が出てくると思います。 

 今までＪＲの貨物線を使うといった話がありましたが、なかなかうまくいっていませ

ん。ＪＲも先行して何か投資してやろうとは、もう何十年たってもできていないので、や

はりここは、ＢＲＴという話が出ましたが、それは既存の道路を使えばよいので、そう大

変ではないかもしれませんが、部分的にせよ、新しい道路空間をつくるとか、利用の在り

方について公的な交通手段を優先させていくとか、そこは知恵を絞って、臨海部全体の交

通体系を、土地利用の変化に対応して将来像を描いていく、今回は第１層から第３層まで

かかっていますから、かなり本格的な整理が要ると思いますので、ぜひそこも併せてやっ

ていただきたいと思います。 

 それでは次の議事に移ります。議題(2)リーディングプロジェクトに関する取組です。 

 まずは、新産業拠点形成プロジェクトに関する取組ということで、「新拠点 Shimadzu 

Tokyo Innovation Plaza」の新設について、株式会社島津製作所様から御報告をいただく

ことになっていますので、よろしくお願いいたします。 

(2)リーディングプロジェクトに関する取組 
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○㈱島津製作所 粉川様 

 配布資料には殿町プロジェクトと書いてありますが、この３年間、準備室長のような立

場でやってまいりましたが、非常によいタイミングでこういう機会をいただき、大変あり

がたく思います。９月30日に内装が竣工いたしまして、10月１日に、人事異動で殿町事業

所ということになりました。11月になれば中の御案内できます。今も少人数であれば可能

ですので、ぜひ見たいということであればお声がけください。 

キングスカイフロントに新拠点を形成して、３つ、大きなことをやろうとしています。

１つは、応用技術の開発、私どもはアプリケーションという言い方をします。世の中でア

プリケーションというと、今の時代、スマホに入れるものがまず出てきますが、私どもで

アプリケーションと言うと、分析機器や産業機器をいかに上手に使うかという観点です。

30年ほど前であれば、感度が10倍になったとか、あるいは、大きさが半分になったといっ

たことだったのですが、今はそれをいかに、世の中の課題に対して、どの装置がよいか、

あるいは、同じ装置を使うにしても、サンプルの前処理ということで大きく結果が変わっ

てきますので、そういった使い方を研究者等と一緒にやっていくというところが非常に大

事です。装置そのものの開発、新製品は、やはり私どもは京都に設計技術者がたくさんお

りますので、応用技術者を京都と関東とに半々ずつにすることを目指しております。こち

らでも応用技術をやろうということです。 

 ２つ目は、お客様に近い場所、便利な場所ということです。羽田空港が近接していると

いうことで、京都は空港が不便なので、例えば、九州、広島、四国、北海道、東北、そう

いった国内線の飛行機で来られる方、それから、アジアを中心とする海外も非常に便利な

です。そういったお客様にサポートする、もちろん今の時代、リモートもありますから、

必ずしも対面だけではありませんが、やはり対面で実際にサンプルを手に取って、装置の

画面を見ながらいろいろとやってみて、うまくいけば買ってくださいよということも当然

あります。ラボ自身も非常に工夫がされていますので、新しくラボを作るとか、あるい

は、何か設計をしたいという場合にも参考にしていただけると思います。 

 ３つ目が社外連携です。アプリケーションとも重なりますが、様々な新しいことを国際

間の競争に打ち勝ってやっていくためには、島津製作所だけで、その拠点だけでやってい

たのでは駄目でして、同じ装置だとしても、このように使うことによって、このようなデ

ータが出たというのを一緒に研究し、学会発表をしたり、使い方のドキュメントとして発

表するといった、そういった社会連携が大事だと思っております。 
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 この３つをもう少し御紹介します。人の健康であるとか、安心・安全な社会、産業の発

展、当たり前のような、最近よく聞くことが書いてありますが、こういう社会課題に対し

て、私どもヘルスケア、インフラ、マテリアル、環境／エネルギー、こういった成長を重

点分野ということで会社として取り組んでおります。 

 我々としては、こういう形で事業部門を分けているということですが、実際にユーザー

や研究者にとっては、どの分野の事業部がやっているとかということよりも、どんなこと

ができるかということが大事ですので、社内の話としては、事業部を超えたことを殿町で

やろうという気持ちも持っております。 

 ラボについては、後で写真をお見せできればと思いますが、非常に斬新で使いやすい。

必ずしも格好良いだけではなくて、実際にその中で研究をする技術者、エンジニアが気持

ちよく効率的に動けるように作っております。それと同時に、ＳＤＧｓにも考慮して、例

えば、実験排水を、昔風の考え方で言えば、酸を入れて、アルカリを入れて、砂ろ過し

て、処理して出すということですが、実は、私どものラボから出るものは、薬品類は貯蔵

して処理しますので、排水に流すのは、ほぼ水です。それをＴＯＣであるとかｐＨ計とい

ったようなもので常にチェックする。正確には30分に１回ぐらいチェックして、問題なけ

れば、たまっているものを下水放流する。こういうことで環境局や上下水道局とも話をし

て、多くの薬品を無駄に使わずに、きれいだったら流すという考え方で排水をやります。

その他、薬品の管理であるとか、ガスの管理であるとか、そういったところも先進的で、

働く者がよいなと思うような仕組みを取り入れております。 

 社外連携ですが、これはもう公表しているもの、一昨年にやっていたようなものが多い

ですが、今日、お話をいただく東工大の太田先生にも、いろいろと御指導いただいている

と聞いております。大学だけでなく、ここには山口県が出ておりますけれども、宮崎県や

島根県、様々な地方自治体とも社会実装の出口を見据えた、本当に役に立つような実験を

しようという観点を持って連携をしています。 

 １階に、そういう連携ができる、あるいは世界全体の島津グループを見ていただくよう

な展示のコーナーを作っておりますが、ここが先々週あたりに工事に入って、10月末にで

きるので、それでちょっとばたばたしていると申し上げたようなわけです。11月に来てい

ただけると、非常に斬新な１階のショールームも含めて御覧いただけると思います。 

 ４階が大ホール、もともとコロナ前の設計で250人だったのですが、今、少し減らして

180人ぐらい入る大ホール、それから丸いところ、ＩＣＨＩＨＡＮＡホールと呼んでいま
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すが、これも、もともとの設計は80から100人なんですが、今、少し減らして100人ぐら

い、椅子を増やせば入りますが、こういったホールで、いろいろな会合、セミナー、研究

会、学会などをしていただけるようになっております。ラウンジも広く取っておりますの

で、ポスターセッション、バンケット、表彰式、そういったものをしていただいて、バー

カウンターを設けて、バンケットもぜひやっていただきたいと思っております。 

 無事、９月30日付竣工、10月１日に使えるようになったということで、正式な開所とい

う言葉は、開所式との関係で、いつできるかというところなのですが、事実上もう使って

いるというところです。100名程度が最初に赴任いたしますが、だんだん増やしていこう

と思っております。 

 これはキングスカイフロントのネットワーク協議会でも感謝と共にお見せしましたが、

本当に研究者の方々が仲よくというか、野村理事長以下の長年の御尽力だと思います。非

常にいい雰囲気というのは、ちょっと関わらせてもらうと分かるわけで、これだけの企業

が歩いて行ける範囲に集まっているところは他にない、すばらしい拠点群だと思います。

赤で書き加えたのが私ですけれども、橋を通るバスが、臨港バスができて非常に便利にな

ったと思います。私自身もそのバスで通っております。 

 ここからはもともとの資料にありませんが、現状、１階のラボはマテリアルサイエンス

と言っていますが、大型の分析装置で、床に置くような、引っ張りとか曲げとかの試験機

であるとか、エックス線の非破壊検査装置であるとか、顕微鏡、熱分析、粉体分析、そう

いったような分析装置があります。 

 ２階は、液体クロマトグラフ質量分析計といったものがあります。 

 ３階は、スペクトロ機種と呼んだりしますが、分光するような装置であるとか、あるい

はＥＤＸ、蛍光エックス線によって物の組成を分析する装置、各種前処理室は各階にござ

いますし、ＢＳＬ、ＢＬＳ２がございます。 

 全般に、見せるラボ、ガラスを多用して、働いているところ、あるいは前処理室など

も、なかなか入っていただくのは場合によっては難しいけれども、見ていただくのは構わ

ないという造りにしています。見ていただけるようにガラスを多用しております。 

 各所にラウンジや応接会議室もあって、今流の働き方、内線が通じるところならどこで

働いていてもよいという、席を定めないような働き方にしようと思っております。 

 メインホールの椅子が、今、特注で、これも御多分に漏れず遅れていまして、10月20日

頃にメインホールの椅子が置かれます。ＩＣＨＩＨＡＮＡというのは丸いところなのです
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が、少しカジュアルな感じで使っていただけるようになっています。 

○大西会長 

 それでは続いて、低炭素型インダストリーエリア構築プロジェクトに関する取組とし

て、「ＣＯ２ゼロエミッションへの貢献に向けた油脂高生産藻による有用脂質生産の取

組」というテーマで東京工業大学の太田啓之先生から御報告をしていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○東京工業大学 太田様 

 本日は、この４月から、川崎市にも御協力いただいて立ち上がりました、ＪＳＴのＣＯ

Ｉ－ＮＥＸＴというプログラムの話を中心にお話しできればと思います。 

 １ページ目のところにもありましたけれども、私は現在、広島大学とも連携していまし

て、広島大学でマツダ様につくっていただいた共同研究講座の客員教授も兼ねています

が、昨年度、ファイトリピッド・テクノロジーズという会社を立ち上げました。私は東工

大で、もう既に32年ばかり研究開発を続けてまいりましたが、その成果を活用する形で昨

年度、会社を立ち上げて、これまで行ってきました研究の社会実装に向けて取り組んでい

きたいと考えているところです。 

 ファイトリピッド・テクノロジーズという名前は、あまり聞き慣れない言葉で、どんな

意味かとお思いになると思いますが、ファイトというのは植物とか藻類につく接頭辞でし

て、リピッドというのは御承知のように脂のことです。私は長らく植物、藻類に含まれる

脂質の研究をずっと続けてまいりまして、そこに関する長らくやってきた知見、バックグ

ラウンドを最大限に生かしてこの会社をつくったということで、ファイトリピッド・テク

ノロジーズという名前になっています。ロゴを見ていただきますと、葉っぱの中に脂がた

まっているロゴになっていまして、また、我々の研究目標に非常にふさわしいイメージに

なっていると思いますが、今回お話ししますナンノクロロプシスという藻類、非常に脂を

大量にためる藻類でして、その藻の中に脂がたまっているイメージが見えるので、非常に

気に入っているロゴになります。 

 企業や大学でもナンノクロロプシスという藻類にフォーカスを置きまして、ずっと事業

を進めているところですけれども、このナンノクロロプシスというのは、その中に、先ほ

どの図にもありましたが、非常に多量に、大体バイオマスの60％ぐらいが油脂になるとい
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う、非常に特徴的な藻類で、御存じのユーグレナ等とも全く異なる性質を持っている藻類

になります。一方では、オメガ３脂肪酸を大量に含んでいまして、特にＥＰＡを藻類の中

では最も高含有に含むと言われている藻類です。こういった特徴を生かして、先々、バイ

オ燃料の生産につながる事業開発を進めていきたいと考えているところです。そういう形

でＣＯ２のゼロエミッションにも、ぜひ貢献していきたいと考えています。 

 先ほどお話ししましたとおり、我々は、このＣＯＩ－ＮＥＸＴという、文科省が今、非

常に力を入れて進めています、2019年に策定しましたバイオ戦略に基づきまして、全国に

いろんな研究開発の拠点をつくるということで、特に広島大を中心として、ゲノム編集の

最先端の研究を展開しておられる山本先生という方がおられて、世界の論文出版数、ゲノ

ム編集分野で世界第２位と言われていますが、その山本先生にも御協力いただいて今回の

プロジェクトを立ち上げました。 

 幾つか課題がありまして、全てＳＤＧｓの課題解決を目標に設定された課題になってい

ます。食料問題を解決するフード＆アグリテック、バイオＤＸによる健康福祉の増進、カ

ーボンゼロを推進するバイオものづくりということですが、特に私は、主に３番の課題、

これはＳＤＧｓの「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」という課題解決を目標とし

まして、特に、４つある課題の中の課題④微細藻類および植物による有用物質生産プラッ

トフォームの開発ということで、この川崎市に、後でも御紹介しますように、三菱化工機

様の敷地内に実証サイトを設けまして、これから10年間取り組む課題になっています。 

 これがターゲット３、私が取り組みます課題の中身ですけれども、私が研究開発課題④

のリーダーということになっていまして、全部で12機関の研究機関に御協力いただけるこ

とになっています。先ほどお話ししましたマツダ様をはじめ、特に、この川崎市に関連の

深い三菱化工機様、それから、先ほどお話しされました島津製作所様にも御協力いただい

て、川崎市のサポートの下、このプロジェクトを進める形になっています。 

 ＳＤＧｓの課題解決というお話をしましたが、特に、この３つ課題があります２つの課

題に、私の研究課題④は貢献することを目指していまして、ターゲット１の「食料問題を

解決するフード＆アグリテック」。先ほどもお話ししましたように、ナンノクロロプシス

という藻類は、近年非常にニーズが高まっているオメガ３脂肪酸のＥＰＡを高含有してい

ます。魚にＥＰＡ、ＤＨＡが大量に含まれているのは御存じかと思いますが、実は魚自身

が作っているわけではなくて、魚の餌とか、餌の餌である藻類由来であると考えられてお

り、そうであれば、藻類から提供するのが最もグリーンな提供の仕方と考えています。魚
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由来のＥＰＡは、いわばブルーＥＰＡと考えていますが、それに対して、ナンノクロロプ

シス由来のＥＰＡというのはグリーンＥＰＡということで、新たな資材としてこれから提

供を目指していきたいと考えています。そういった食品素材としての活用に加えて、先ほ

どもお話ししましたように、ナンノクロロプシスの中に含まれている油脂というのは、非

常に燃料の生産に適した組成になっています。 

 それも、ナンノクロロプシスは、このような大きな特徴がありますけれども、右側に脂

肪酸の組成を示していますが、オメガ由来の、20：５というのはＥＰＡのことですけれど

も、そういう脂肪酸に加えて、バイオエネルギーの生産に非常に適した炭素鎖16の脂肪酸

を多量に含んでいまして、これが、図にありますように油滴と呼ばれる、この写真の中で

は黄色く見える顆粒なのですが、そこに高蓄積しています。つまり、最も脂をためる状態

では、もう60％を超えるような非常に高含有になっていて、これは他の藻類には見られな

い大きな特徴になります。海水で培養が可能ということで、こういった沿岸地域に、特に

工場から多量にＣＯ２が排出されるような場所に近接して、こういうバイオ装置を設置す

るということが、将来的に最もふさわしいのではないかと考えています。 

 現在、こちらは燃料生産における共同研究の仕組みを示しているものですが、私は今

年、東工大で定年を迎えますが、長らく一緒にやってきました東工大の下嶋先生とも、さ

らに研究開発を協働させていただくと同時に、会社のほうで、この研究開発にもさらに加

わっていく予定で、先ほどお話ししました広島大の山本先生、ゲノム編集のトップランナ

ーですけれども、我々の技術をゲノム編集技術に置き換えていただいて、培養の至適化、

光合成の評価、至適化を行い、マツダ様には燃料の評価を行っていただいた上で、課題を

また吸収して、そのサイクルを回すという形で研究を進めています。 

 既に山本先生との共同研究で、このナンノクロロプシスは藻類の中ではいち早く、ゲノ

ム編集技術の確立を済ませていまして、2020年に論文を既に発表しています。 

 そのような中で、我々のグループでは、特に脂の生産性の高い株を幾つか取得していま

して、例えば黄色の野生株に比べて、候補株は1.数倍、さらに２倍を超えるような、非常

に高い脂の生産性を持つような、そういう株も作出に成功しています。これをゲノム編集

技術でさらに置き換えて、屋外培養の可能な藻類の創生を目指しているところです。 

 そのような屋外での培養を考える上では、ゲノム編集技術というのは、導入の際には、

いわゆる遺伝子組換え技術を使いますが、その藻類からマーカー遺伝子と呼ばれるような

スクリーニング有用株を同定するときに使っているマーカー遺伝子を除くという、新たな
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技術が必要になります。この技術は非常に難しい技術ですけれども、藻類で初めてこれを

確立して、そういうことも技術的に可能な藻類の仕組みづくりというものを完成している

ところで、これは2022年に論文にしたところになります。 

 先ほどお話ししましたとおり、今日もお越しになっておられます三菱化工機様の敷地内

に、今回、川崎市の御協力の下に、実証エリアを設けていただくことが初めて可能になり

ました。この中では三菱化工機様の持っておられる水素製造装置、これは都市ガスから水

素を生産する装置で、非常に効率がよく水素は生産できるのですが、ＣＯ２が一部排出さ

れますので、それを培養槽に持ち込んで、培養槽の培養の効率をさらに上げるという取組

になっています。種藻は、これは横浜にある企業ですが、日本フイルター様から提供いた

だいて、高密度に屋外培養を展開するという目標設定になっています。これをＣＯＩ－Ｎ

ＥＸＴのプロジェクトの中で進めて、培養の効率化によって生産性をどんどん上げていこ

うという取組になっています。 

 一方では、こういったシステムを構築するためには、様々なシステムの自動化を目指す

必要があります。プロジェクトに加わっていただいている浜松ホトニクス様は、リアルタ

イムで細胞が生きているか、死んでいるかを判定できるような技術をお持ちなので、それ

を今回初めて屋外培養装置に実装いただくことが可能になります。左下にある図を見る

と、成長細胞と阻害細胞がきちんと検出できているのが分かるかと思いますが、培養しな

がら藻の状態がどうなっているかを自動で検知するのは非常に重要な技術でして、屋外培

養をどんどん大型化しますと、マンパワーで一々確認するよりも、培養しながら藻の状態

を確認できる技術は非常に重要になってきます。そういった技術開発も並行して進めてい

くことになります。 

 お手元の図の中には示していませんが、今日お越しになっている島津製作所様との共同

研究の大きな課題の１つになっていますが、やはり何といっても、我々のターゲットは油

脂、オメガ３脂肪酸ですので、単に細胞が生きている、死んでいるかの判定だけではなく

て、その中に脂がどれくらいたまっているか、オメガ３脂肪酸がどれくらいたまっている

かという判別が非常に重要になります。そのときに、これまで従来の研究室の中などで行

われてきました非常にコンベンショナルな、要するにマンパワーを必要とするような定量

方法ではなくて、自動的な定量方法を開発する必要があります。そこは島津製作所様に御

協力いただく共同研究で、これまで実験数規模では大変な労力を要した定量的な分析を一

斉に行うようなシステムの開発を、やはりこのプロジェクトの中で共同研究の形で進めて
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いく予定になっています。 

 そういった培養の状態で、様々な脂質のデータであるとか、リアルタイムの培養で藻の

状態であるとか、そういうものがどんどんデータとして蓄積していきますと、そういった

ビッグデータを基にしまして、細胞の中に、どんな時期にどんな物質がどのようにたまっ

ていくかということを予測できるようなプログラムの開発が初めて可能になります。そう

いったプログラムの開発を東北大学に御協力いただいて進める予定です。 

 東工大には新たな国産のゲノム編集技術の開発を進めておられる刑部先生という方がお

られまして、ＴｉＤという技術ですが、その技術の実装もナンノクロロプシスで行ってい

く予定で、現在、東工大の執行部に御理解いただきまして、このＣＯＩ－ＮＥＸＴを進め

る拠点を、10年間、場所を提供いただいて、使ってもよいということを御許可いただきま

したので、その場所を基に10年間、このＣＯＩ－ＮＥＸＴのプログラム、ＪＳＴから支援

を受けながら進めることが可能になっています。 

 先ほどもお話ししましたように、ナンノクロロプシスは、オメガ３脂肪酸を非常に高含

有していますが、オメガ３脂肪酸の市場は国内だけでも2千億円億を超えるような市場に

なっていまして、海外を含めますと６兆円規模の市場になると言われています。現在、日

本フイルター様と、オメガ３脂肪酸だけではなくて、オメガ３脂肪酸由来の、実際は、オ

メガ３脂肪酸はいろんな生理活性があると言われていますが、実際、生理活性の本体とい

うのは、体の中でオメガ３脂肪酸が代謝されたときにできる代謝産物が、生理活性の本体

であると言われています。そういう物質の生産を目指しています。 

 エイコサペンタエン酸（ＥＰＡ）という、この左側の物質がリポキシゲナーゼという酵

素を基に、これは我々の体の中にある酵素ですけれども、これによって反応が進んで出来

上がる15－ＨＥＰＥとか15－ＨＥＴＥという物質が、実際は生理活性の実態を担っている

と言われています。幸い、このナンノクロロプシスの中には、この15リポキシゲナーゼと

いう酵素が存在するということを見出しています。実際にナンノクロロプシスの中で非常

に生理活性の高い15－ＨＥＰＥという物質が大量に蓄積しているということを既に見出し

ています。 

 こういった物質というのは実は非常に高価で、ミリグラム当たり、有機合成だと100万

円に近いような非常に高価な物質になります。こういう物質、ナンノクロロプシスで高生

産することによって、様々な、例えば医薬品原材料の活用であるとか、サプリメントとし

ての利用といったことが藻類を材料にして初めて可能になるという、非常に活性の高い生
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理活性物質の提供を藻類で行うことが可能になってくると考えています。 

 現在、この殿町にありますＫＩＳＴＥＣ様と共同研究していまして、動物試験でこの15

－ＨＥＰＥの生理活性を実施していまして、10月初めに特許申請予定で、これからナンノ

クロロプシスに含まれる様々な生理活性物質が、いろいろな生理機能を持っていると考え

られますので、そういった活用を進めていきたいと考えています。 

 このような形でマツダ様と取り組んでいる燃料生産と並行しまして、こういったオキシ

リピンと呼ばれるような、ＥＰＡ由来の生理活性物質の生産や、ＥＰＡ自身が医薬品とな

っていますので、ＥＰＡ自身の提供といった、様々な形でサプリメントや医薬品原材料と

しての生産に、これから取り組んでいきたいと考えています。 

 これはお手元の資料にはありませんが、よくお聞きになられますので参考までに示しま

したが、いわゆる皆さんよく御存じのユーグレナというのは、カーボン、貯蔵する炭素と

して、14の脂肪酸と14のアルコールによるワックスエステルを溜めます。炭素鎖が比較的

短いということで、ジェット燃料には向いていると言われますが、ナンノクロロプシスの

場合は炭素鎖16の脂肪酸を大量に含んでいまして、これが自動車燃料には非常に向いてい

ると言われています。それはマツダ様にも実証いただいているところで、そういった自動

車燃料としての利用や、ＥＰＡを非常に高含有するということで、ＥＰＡとして様々な付

加価値性の高い物質の生産ができると期待していますが、何といっても、今、目指してい

ます高密度培養を、海水などを活用して安く、低コストに実現することで、将来的なＣＯ

２のゼロエミッションに向けた取組に貢献できると期待しているところです。 

 会社は立ち上げたばかりで、５名ぐらいの非常に小さなベンチャーですけれども、この

会社を中心に活動を進めていきたいと考えているところです。 

 現在、こういったカーボンリサイクルの取組は、多くの地方自治体が興味を持ってお

り、先日、広島県のカーボンリサイクルの開発支援制度に、これは今年から始まった制度

ですが、採択していただくことができました。ぜひ私としては、この川崎市から、どこか

にさらに大きな場所を御提供いただいて、そこで実際にナンノクロロプシスによる有用物

質生産を進めていきたいと考えていますので、この場を借りて、そのプロジェクトを紹介

させていただくと同時に、川崎市が進めておられる取組についても連携できればと思って

いるところです。 

 何といっても、やはり燃料生産は非常にハードルの高い取組になりますが、幸い、オメ

ガ３脂肪酸という非常に付加価値性の高い、大体キログラム当たりも１万円程度の非常に
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付加価値の高い物質ですので、燃料に比べると、まずターゲットとして適当なターゲット

だと考えていまして、屋外培養でそういったところに取り組みつつ、仕組みづくりを進め

ることで燃料生産が達成できるような、段階的な取組を進めていきたいと考えています。

そうすることで、全体としての仕組みづくりでコストダウンが図れると考えています。 

 ナンノクロロプシスの生産する様々な有用物質、バイオ燃料や化学品原材料、当然、ト

リアシルグリセロールという物質を含有しますので、パーム油と同じ、そういう用途が可

能です。今、食用油もパーム油も非常に高騰しているところですが、そういったものを代

替としての利用も可能ですし、油を取った残りは、たんぱく質が多量に含まれていますの

で、食肉等の、今、人工肉の生産も非常に注目されているところですが、そういった食肉

の原材料としても可能だと考えています。 

 これが、いわゆる今後のビジョンということですが、様々な燃料のみならず、オメガ３

脂肪酸としての活用、オメガ３脂肪酸由来の付加価値性脂質がさらに含まれているという

ことで、魚などの場合はやはりなかなか、代謝系を改変して有用物質をさらに高生産する

といったことは非常に難しいわけですが、ナンノクロロプシスは実際にそれが可能なター

ゲットということで、これから未来に向けて、様々な技術を導入することによって、初め

て達成が可能な付加価値性物質や燃料の生産に、ぜひこのナンノクロロプシスを活用しな

がら取り組んでいきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 

 既に共同研究させていただいた多くの企業様を御紹介しましたが、それら、これまでＯ

ＰＥＲＡというＪＳＴの取組や、これから始まりますＣＯＩ－ＮＥＸＴ等にサポートいた

だく形で、広島大学、東北大学には非常にお世話になっているところですが、先ほどお話

ししましたとおり、この近くの神奈川県産業技術総合研究所にも非常にお世話になってい

るところで、川崎市と非常に関連深い取組ということを御承知いただければと思います。 

○大西会長 

 それでは、２つの御報告をいただきましたが、何か御発言がありましたら挙手をお願い

いたします。 

○ＪＳＲ㈱ 橋本様 

 当社では、この殿町地区で腸内細菌、マイクロバイオも中心に、様々な研究開発を行っ

ております。その中で、当社ではオミックス解析というものをかなり重視しておりまし
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て、そういうところにおきまして、目の前に島津製作所様が来られるということで非常に

楽しみにしております。 

 その中で、今日もお話があったアプリケーション開発で、特にＧＣ－ＭＳやＬＣ－ＭＳ

といった測定については、それぞれ機械があればできるのですが、例えば、前処理、ＴＭ

Ｓで処理するといった様々なことがあって、それをいかに短い時間でたくさんの検体を実

施するかというところで、せっかくプロフェッショナルな島津製作所様が目の前に来られ

るので、いろいろと意見交換しながら協働でさせていただきたいと思っていますので、ぜ

ひそのあたりの今後の方針などをお聞かせいただければと思います。 

○㈱島津製作所 粉川様 

 従来でしたら、サンプルをどうやって送ろうという話がありましたけれども、今は、例

えば、技術者がそちらに伺って、サンプルのある部分を取り出したり、あるいは、こうい

うことが知りたいという話を聞いて、装置もマージンタイムがありますので、今日、空け

ておきますからみたいな感じで、歩いてできるのではないかと期待しております。特に、

お近くの場所なので、まずは見学に来ていただければと思います。 

○ＪＳＲ㈱ 橋本様 

 ありがとうございます。 

○三菱化工機㈱ 谷口様 

 こちらの微細藻類の培養については、１つは、ＣＯ２の有効利用という点もあります

が、ＣＯ２というよりは石油系由来の生産から生物由来の生産に変えるというところで、

我々もぜひとも取り組んでいきたいと考えております。こちらは培養もそうですし、培養

したものを有効に取り出すような分離や抽出等の技術なども、色々と開発要素があります

ので、ぜひそういったところも取り組んでいきたいと思っております。 

○大西会長 

 先ほどの太田先生のプレゼンでは、田んぼ、農地の写真等も載っていましたが、これは

どのくらいのスケールの土地が必要になるのでしょうか。三菱化工機様の場合は、プラン

トの中の一角に実証エリアがあるという形ですが、フル稼働すると、こういうスケールで
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は収まらないのではないかと思いますが。 

○三菱化工機㈱ 谷口様 

 もちろん将来的には、次のステップとして、数ヘクタール規模の場所を確保したいと考

えていまして、それを順次、全国に展開できるような仕組みづくりができればと思ってい

ます。今、例えば燃料生産といいますと、国内では８千kl～8千万klといった、非常に大

きなレベルになりますが、そのうちの一部をこういったバイオ燃料で賄えるような仕組み

づくりが進められればと期待しているところです。 

○大西会長 

 それは、少量でも需要先があるということですか。 

○三菱化工機㈱ 谷口様 

 やはりバイオ燃料という形での付加価値を、まず期待していただけるとありがたいと思

っていますが、それにしましても、今、燃料といいますと、200円を下回るようなコスト

に持っていかないといけない、非常にハードルの高い取組になりますが、付加価値性物質

との併産をすることによって全体のコストダウンを図っていきたいと考えています。実

際、計画上は十分可能な取組だと考えているところです。 

○大西会長 

 工場の一角で実証プラントを造るというのは、できるだろうと思いますが、いきなり何

ヘクタール、何十ヘクタールというのは大変だと思います。そうすると、その中間の状態

があると思うので、そういう状態でもうまくペイできるというか、機能できていかない

と、次につながっていかないように思われます。 

○三菱化工機㈱ 谷口様 

 当面の目標は、どちらかというとＥＰＡ由来の付加価値性物質の生産を中心にやってい

きたいと考えていまして、当然そちらの場合は単価が非常に高い。ＥＰＡの場合は医薬品

としての材料としては、キログラム当たり１万円、それを超えるような非常に高い単価に

なりますから、生産物のターゲットとしては、有効と思っているところです。それによっ
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て藻類による有用物質生産の仕組みづくりができますので、それが実現することによって

規模の拡大が徐々に可能になってくるかと考えています。 

○成城大学 平野教授  

 まず、島津製作所様のお話についてですが、私はたしか３年前に、粉川様からこのお話

を伺って、非常に魅力的な研究所を作られるなと思い、そうしてようやく完成ということ

を今日伺ったので、非常によかったです。いつか私も伺ってみたいなと思います。その際

に、この立地、川崎のこの殿町にあることがどう生かされたのか、生かしていくのか、そ

ういうことについて、また３年後ぐらいに、その成果みたいなものをぜひとも何かお聞か

せいただければと思っています。 

 使い方を一緒に考えていくという、このような事業のやり方というのは、日本企業の持

っている強みの１つだと私も認識しています。ＪＳＲ様のような化学工業でもそうだと思

っています。そうした中で、社外連携がいかに広がっていくのかということがすごく重要

で、川崎であるがゆえの連携先がたくさん増えていくとよいと思います。今の連携先はま

だ全国に散っている状態なので、この立地が生かされていくとよいなと思いました。 

 それから、殿町はもうスペースが埋まってしまっているのではないか、横のつながりが

できてきているのに、もうスペースが足りなくなっているのではないかと考えると、やは

り南渡田との連携といったことも今後必要になってくるのではないかと思いました。 

 また、京都から離れていることというのも、よいではないかと思いました。既存の枠組

みに縛られずに、自由な発想がここから生まれ、それが、ある種、殿町ブランドとして広

がっていけば、すごいことだなと思いました。 

 太田先生のお話は、必ずこれは燃料の話になると、コストが、生産量がという、この２

つが、安定供給とともに課題となってきますが、それを乗り越えるというよりは、少量の

ものを高く売るというこちらの戦略がよい思いました。例えば、第三次産業で、ものすご

くラグジュアリーなことを売りにしている高級ホテルであるとか、そういったところに、

これでうちの車は動いているのですよというように言ってもらうための、ある種ブランド

価値の高い燃料として展開していく、むしろ売り方のほうを工夫する、量とコストではな

いという展開方法があるのだろうなと思いました。 

 しかしながら、やはり燃料として燃やすのはもったいないとも思いまして、その点で新

しい工業として非常に面白く、バイオ系のこういった工業が川崎で生まれていくというこ
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とは非常に面白くて、かつ、植物、藻類を使っているので、これは本当にカーボンニュー

トラルともつながっているので、カーボンニュートラルコンビナートの一角として、こう

いったものが幾つも束になって川崎に産業が蓄積していき、川崎からスタートしていく

と、より懐の深いカーボンニュートラル経営が実現するではないかと思いました。 

○東京工業大学 太田様 

 まさしくおっしゃるとおりで、段階的な取組が、どうしても必要だと考えています。燃

料といいますと非常にハードルの高い話で、200円を下回るようなコストに持っていかな

ければというのは、大きな努力を必要とする取組だと考えています。一方では、このナン

ノクロロプシスは、先ほどお話ししましたように、非常に付加価値性の高いＥＰＡを高含

有しているというところが大きなアドバンテージでして、そこの仕組みづくり、大体含ま

れている脂質、通常、緑々している状態の藻類だと、ＥＰＡは油の中の30％という、非常

に高含有していますので、ＥＰＡは当然、非常に価値の高い脂質ですから、例えば魚由来

のＥＰＡと違って、グリーンなＥＰＡです。一方では、魚の場合は、さすがにＥＰＡ由来

の生理活性物質まで大量に取るということは難しいわけですが、ナンノクロロプシスの場

合は、先ほどもお話ししましたように、ＨＥＰＥと言いますＥＰＡ由来の生理活性の本体

である、そういう脂質を大量に含んでいまして、こういった物質の生産から段階的に取り

組むというのが、非常に効果的だと考えていまして、それがこの藻類の一番大きなアドバ

ンテージだと考えています。そのような仕組みづくりの先に、燃料生産というところが

徐々に見えてくると非常にありがたいなと思っていまして、そのような視点でお読みいた

だければなと思っているところです。 

３ 情報提供 

○大西会長 

 それでは、次に情報提供に進みたいと思います。 

 まず、東扇島水江町線の整備状況ということで、国土交通省関東地方整備局京浜港湾事

務所様から御説明をしていただきます。 

○国土交通省関東地方整備局京浜港湾事務所 齋藤様  

それでは、東扇島水江町線の整備状況について情報提供させていただきます。 
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 平成21年度から東扇島地区と川崎市内陸部とを、物流機能の強化と防災機能の強化を目

的としまして、東扇島と水江町の約３キロを橋梁で結ぶ事業として進められているところ

です。７月25日に関東地方整備局で事業評価監視委員会が開催されまして、事業計画の変

更内容をもちまして事業継続が了承されたところです。事業計画の変更としました部分

は、「計画の概要」というところの箇所で、事業期間を、変更前は令和５年度までという

ところでしたが、令和10年頃までの延伸とさせていただきましたところです。また、事業

費についても変更させていただきましたところです。 

 事業期間を令和10年頃と表していますのは、過去の臨港道路事業と平仄を合わせまし

て、このような表現をしておりますけれども、令和９年度の完成というところとなってお

ります。事業期間延伸に至った理由につきましては、水江町側につきましては、用地の取

得やライフラインの移設に関しまして期間を要したことが原因となっております。また、

京浜運河上の市橋梁部につきましては、下部工事の施工の際に湧水が発生しまして、これ

に対応するため地盤改良を実施したことや、現在上部工を契約して工事を進めているとこ

ろですが、設計基準の見直しなどがありまして、これを反映させるために期間を要したこ

とが要因となっております。これらの事象に対しまして工程回復を図るべく対応したとこ

ろですが、相手のあることであったり、コロナもありまして回復は難しく、やむなく事業

期間の延伸とさせていただいたところです。これ以上遅れることのないように、しっかり

と対応していきたいと考えております。 

 続いて、現在の進捗状況ですが、京浜運河を真ん中にしまして左側に東扇島側、右側に

水江町側と図示しています。色分けとしましては、黒が完成しているもの、赤が現在工事

中のもの、グレーが未着手のものとなっております。東扇島側につきましては下部工事も

終わりまして、現在上部工の架設を進めているところです。京浜運河上の海上部は、主塔

と呼ばれる部分の土台となる部分について起重機船を用いた海上からの設置を秋頃に予定

しております。水江町側につきましては、現在ライフラインの移設工事中でありまして、

これが完了後に現道の切り回しを行い、橋梁工事の本格的な着手を予定しております。 

 最後の３ページ目に、今後の海上架設するイメージを載せております。①でピロン柱と

いう仮設の柱を立てまして、張り出しで桁を製作していきます。続きまして、②で主塔と

呼ばれる部分、ここは完成時には約100メートルの高さとなりまして、これを一度に架設

することはできませんので、これを４ブロックに分割しまして順次架設していきます。続

いて、③で桁を延ばしてケーブルを張ることを繰り返す作業になります。水江町側と東扇
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島、両方から製作していきます。最後に真ん中で閉合するという作業になっていきます。 

 以上が水江町線事業に係る情報提供となります。事業期間が延伸となりましたところで

すけれども、一日も早い供用を目指すとともに安全、確実な施工に取り組んでまいりたい

と思います。今後とも御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○大西会長  

 続いて、羽田空港新飛行経路の運用状況について、国土交通省航空局航空ネットワーク

部首都圏空港課東京国際空港環境企画調査室様から御説明をお願いいたします。 

○国土交通省航空局首都圏空港課 杉田様 

 本日は、これまで協議会において情報提供という形で資料を配付させていただいており

ましたが、今回は簡単ですが併せて御説明をさせていただければと思います。 

 新飛行経路につきましては、一昨年の３月29日より運用を開始させていただいておりま

して、川崎市上空につきましては、15時から19時のうちの３時間、南風の際に、この表に

示しておりますピンクの経路を１時間最大20便という形で運用しています。 

 次に、実際の運用の推移ということで、これは運用開始から２年間あまりの実際の運用

機数ということで示しています。南風につきましては、基本的に春から夏にかけて運用が

多いということで、点の密度が春から夏にかけては詰まっておりまして、秋から冬につい

ては若干疎な状態になっております。また、運用開始直後は、コロナの影響で便数がかな

り少なかった状況ですが、ここ最近３か月程度を見ますと、３時間で50便から55便程度の

運用となっています。 

 次に、航跡ですが、図については直近の３か月の飛行機の航跡を全てプロットしたもの

で、基本的に、Ｂ滑走路から離陸した航空機につきましては、なるべく早期に旋回をして

いくという形で、住宅街への騒音の影響をなるべく避けるようにしています。このピンク

のエリアで言えば、大体右側、東側のほうに航路が寄っているということで、早期旋回を

図っていることを示しています。また、ピンクをはみ出すような航跡については基本的に

は存在していません。 

 次に、騒音の測定結果ですが、昨年度１年間、国立医薬品食品衛生研究所に24時間365

日観測できる測定器を置かせていただいており、こちらでＢ滑走路からの離陸の航空機の

騒音を測定しています。昨年度１年間で、騒音発生回数としては5,896回ということで、
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その頻度分布を示しております。大体83デシベルを中心とした山なりの分布をしていま

す。これは、気候、風、気温の状況によって騒音の伝わり方が変わりますので、どうして

もばらつきが出るということで、このような分布を示しています。右側の表に示してあり

ますとおり、大型機、中型機、小型機はそれほど差がありませんが、82デシベルから83デ

シベル程度の平均値を示しているところです。 

 次に、騒音の状況ですが、騒音の影響をなるべく減らすということで、Ｂ滑走路から離

陸する機材につきましては、航空機の飛び方として、急上昇、急旋回ということで、地上

からの距離をなるべく早く取るということで、早期に高度を確保することと早期に旋回す

ることで、騒音の影響をなるべく下げていくという取組をしています。 

 また、右側の囲みの運用制限ということで、騒音の大きな機材については、こちらから

の飛行を制限するということで、長距離国際線は大型機になるということと、燃料を多く

積むのでどうしても騒音が大きくなるため、そちらの運航制限をしています。また、機材

制限として、４つのエンジンを積んでいるような機材、ボーイング747やエアバス340とい

った４発機の機材制限を行って騒音の軽減に取り組んでいるところです。 

 次に、低騒音機の使用による騒音軽減効果ということで、昨年度１か年の分析の結果と

なります。航空機については最近、低騒音型の機材が多く導入されてきており、代表的な

ものとして、エアバス350やボーイング787といった機材があります。そちらが旧来型の機

材、例えば、ボーイング777、767といった従来型の機材に比べてどれぐらいの騒音軽減効

果があるかということを、各観測地点で分析したものでして、赤枠で囲んでいますのが、

国立医薬品食品衛生研究所での結果です。このマイナスで書かれている数字が騒音の軽減

できた数字ということで、やはり低騒音型機を導入することで２デシベルから４デシベル

の、特に大型機で言えば４デシベルの騒音軽減効果があるということで、やはり低騒音型

機の導入を促進していくことが非常に重要であるということが、この結果からも分かるか

と思います。 

 また、こちらは羽田空港に就航している機材の割合ということで、大型機、中型機、小

型機で分けてございます。これは右側が2019年の１月ということで、運用開始前、コロナ

前の状況で、左側が昨年度１年間の状況でして、小型機が48％から63％に増えて、大型機

が26％から９％に減ってございます。こちらは航空会社の機材構成の変更もありますが、

コロナの影響で機材を小さくしているといった影響もありますので、コロナの後、入国緩

和が進んで復便が進んでいく状況の中で、揺り戻しが多少発生すると思われますので、そ
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こを注視していく必要があると思っています。 

 一方で、若干分かりにくいのですが、この中で青字で囲んでいるところが、いわゆる低

騒音型機の機材でして、例えば、ボーイング787で言えば、当初４％だったのが12％に増

えている、エアバスの350も１％から４％に増えているということで、こういった形で低

騒音型機の導入も徐々に進んでおりますので、全体的な騒音の軽減には効果が出てきてい

るものと考えています。 

 また、コロナの影響もあり、各航空会社は、特に燃費が悪かったり騒音も大きいような

大型機を中心に退役を進めています。こちらは、特に騒音が大きいボーイング777のＪＡ

Ｌ、ＡＮＡそれぞれの退役計画でして、ＪＡＬに関しては、国際線、国内線で当初37機持

っていたのを、今年度末までに国際線のみの13機にする計画となっています。また、ＡＮ

Ａにつきましても、当初55機持っていたものを、国際線、国内線合わせて15機、それぞれ

15機ずつという形で退役を進めてございます。また、今後もＪＡＬについてはエアバス

350、ＡＮＡについてはボーイング787に順次更新をしていく予定で、こういった騒音の大

きい、また燃費の悪い機材の更新が順次進んでいくものと考えています。 

 次に、Ｂ滑走路西向き離陸で、今、特に騒音を軽減するという観点から取り組んでいる

のが、Ｂ滑走路から離陸する機材について、ボーイング777の機材の減便が進んでいる状

況の中で、Ａ滑走路から離陸できる隙間があれば、Ａ滑走路から離陸させるということ

で、騒音の軽減の取組をしています。 

 また、同じく騒音の軽減の取組ということで、Ｂ滑走路末端からの離陸ということで

す。Ｂ滑走路からの離陸につきましては、青で示しているＢ13というポイントと、赤で示

しているＢ14という２つの離陸滑走地点があります。基本的には、こちらを順繰りに運用

しながら効率的な離発着を行っていますが、この中で特に、ボーイング777やエアバス330

といった大型機については末端からの離陸、赤字のＢ14からの離陸に限定するという形の

運用をする予定です。この効果としては、基本的に滑走路の端から滑走を開始することで

早期に離陸ができ、高度を確保することができるということで、川崎市の上空を通過する

際には、より高度を確保することができることで、騒音の影響の軽減が図られるというこ

とで、こちらの取組を進めていこうとしています。 

 落下物対策については、新飛行経路を運用開始するに当たって非常に重要であるという

ことで、航空局一丸となって落下物対策総合パッケージというものを策定し、運用をして

いるところです。その結果として、現在において新規飛行経路における落下物はゼロ件と
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なっています。引き続き、このゼロ件を継続できるよう、しっかりと取組を進めていきた

いと考えています。 

○大西会長 

 何か皆様から御質問がありましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 次に、事務局から参考資料の紹介ということで、幾つかお手元に参考資料が配付されて

いると思いますが、それらについて紹介をしていただきます。 

○川崎市臨海部国際戦略本部事業推進部 山本担当課長 

 １点目は、第２世代ＦＣフォークリフトの販売ということで、豊田自動織機様からの御

案内です。３年前、令和元年のこの同協議会で第１世代については御案内させていただい

ているところですが、今回、第２世代ということで、車両価格を30％低減させて耐久性を

２倍に向上させたということで、９月13日から販売をしているということですので、御質

問等ございましたら、事務局に御連絡いただければと思います。 

 ２点目は、コンビナート都市連携シンポジウムの開催ということで、そのチラシとなり

ます。10月25日の14時から16時半で開催いたします。主催者はＮＰＯ法人産業・環境創造

リエゾンセンターになります。カーボンニュートラルコンビナート協議会の学識者である

橘川先生の基調講演としまして、「カーボンニュートラルコンビナート川崎」と、川崎市

についてはＥＮＥＯＳ様から発表があります。その他、鹿島、京葉、周南の各コンビナー

トの関係者の皆様から事例発表をいただくという形になっています。まだ募集期間中です

ので、ぜひ御参加いただければと思います。 

 ３点目は、「川崎臨海部ってどんなところ？施設見学会」の御案内になります。台風や

コロナで、なかなか集まっての企画ができなかったのですが、今回、貸切りバスを使って

臨海部の事業所を回るツアーを企画しています。味の素様とｉＣＯＮＭ様に御協力いただ

いて、最後に工場夜景を巡る見学会という形になっています。定員先着20名となっていま

すので、御興味のある方は、お申込みいただければと思います。 

 ４点目は、川崎臨海部相談窓口の御案内と、川崎臨海部産業競争力強化促進補助金の御

案内となります。昨年度、川崎臨海部産業競争力強化促進補助金というものを作りまし

て、それに伴い、相談窓口ということで御案内をさせていただいています。これまでも、

相談窓口機能は、事業推進部で行っていましたが、改めて各企業の皆様におかれまして
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は、事業所の抱えている課題等がありましたら、何なりと御相談していただければ、我々

で庁内の調整はさせていただきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 ５点目は、ニュースレター「KAWASAKI Coastal Area News」Vol.29になります。「市制

100周年に向けて 川崎臨海部100余年のあゆみ」ということで、ＮＰＯ法人産業・環境創

造リエゾンセンター様とＪＦＥスチール株式会社様を特集したリーフレットになります。

後ほど御覧いただければと思っております。 

 なお、情報提供の内容や、これまでの議題等の中で御質問がある場合につきましては、

資料の最後に配付しております質問用紙を後日御提出いただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○大西会長 

 それでは、全体を通じてのコメントを頂戴したいと思います。成城大学の平野先生から

お願いいたします。 

○成城大学 平野教授 

 今日も興味深い報告等、ありがとうございました。やはり伺っていて、次々に新しい産

業が展開している、島津製作所様も進出されましたし、太田先生のお話もお伺いして、古

い工業地域でありながらも、きちんと新陳代謝が進んでいるなということを改めて思いま

したし、その流れが続いていくとよいなと思いました。 

 カーボンニュートラルに関しましては、やはりこれは極めて公共性の高い事業だと思っ

ています。川崎市でこれが実現することはとても重要ですし、これは、ある種の責任を負

っている部分も川崎市にはあると思っていて、この地域のやり方が、日本全国に広がって

いきますし、日本の各地方自治体の方々は、川崎の取組について興味を持っていて、それ

を展開しよう、何とか使っていきたいと思っているので、ぜひとも進めていただきたいと

思います。公共性という点では、ＪＦＥ様が、跡地に関して、手っ取り早く進めようとい

うのではなく、地元自治体や、その周辺の企業とも協議して、カーボンニュートラルにつ

なげていこうと考えていることは、川崎にとって非常に大きなことだと思いました。 

 その上で、今日、話になっていなかった点としては、カーボンニュートラルをこの川崎

で最初に取り組んでいって、おそらく大規模なカーボンニュートラルコンビナートとして

は川崎が日本で初めてになると思います。そのときに、この地域が魅力的に見えるような
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配慮が必要ではないかと思いました。ある種、ショールーム的な役割を果たしていく、川

崎での取組を見せること、見てもらうことも含めて、進めていくとよいのではないか、魅

力的に見せて、もっとこれに取り組みたいと思わせるような、そんな地域に育っていって

ほしいと思いました。 

 また、先ほどお話したように、やはり南渡田と連携して、イノベーションの拠点として

も魅力的な町であり続けるということが重要かと思いました。 

○大西会長 

 今日も話が出てきましたが、次に考えられるのは南渡田ということですが、殿町は、島

津製作所様がこれで完成すると、大体埋まってしまうのですよね。したがって、殿町のこ

うした異業種が集まって臨空の研究所群をつくっているというのに関心を持った企業が出

てくれば、もしかしたら大田区側で立地を考えるということになるのかもしれません。で

すから、川崎にその余地が、まず近々にはないということは、そういう意味では次のステ

ップが遅れるということになります。やはり大田区側との連携もしっかりしながら、多摩

川スカイブリッジを挟んで両サイドで、うまく羽田空港のポテンシャルを生かした開発を

行っていって、一定の時間軸の中で新しい用地が供給できる体制を作っていく必要がある

と思います。そのときに、これまでもやってきたことですが、イメージづくり、新しい方

向性の提示をきちんと行って、その意味では交通体系の再整備という、今日も話題に出て

きた点は非常に重要なことだと思いますので、それと土地利用の転換を同時に行っていく

ような展望を、川崎サイドとしては開いていく必要があるのではないかと思います。 

 いずれにしても、土地は動かない、不動産ですから、じっくり腰を据えて長期的な展望

で、その時代の一歩先を行くような開発をやっていけたらよいと思います。その意味で

は、今日の太田先生のお話も大変刺激的だったと思いますので、こういう話題をうまく生

かしていくような企業が出てくるとよい、市がそこにうまく関わっていくと、なおよいと

思います。 

 扇島が動き出すという、これは非常にインパクトがあることにつながると思いますの

で、これからの川崎臨海部が非常に楽しみになってきたのかなと思います。 

 今日の議論は以上とさせていただきます。 

 最後に、臨海部国際戦略本部の櫻井部長から、一言お願いいたします。 
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○川崎市臨海部国際戦略本部事業推進部 櫻井部長 

 本日は、長時間にわたり、ありがとうございました。大西会長、平野先生も、本当にあ

りがとうございました。また、本日プレゼンをお引き受けいただきました島津製作所の粉

川様、そして東工大の太田先生、感謝の意をこの場で表したいと思います。 

 本日、様々な情報提供、そして課題や新たな取組なども御説明をさせていただきまし

た。こうした取組を進める上で、本日御出席の皆様方に引き続き御理解、御協力を賜りま

すようお願いいたしまして、簡単ではございますが閉会の挨拶とさせていただきます。 

○川崎市臨海部国際戦略本部事業推進部 山本担当課長 

 以上をもちまして本日の協議会を終了いたします。 

 次回の開催は来年の３月頃を予定しておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。本日は御参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

以上 


